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ＳＤＧｓの達成に向けた取り組みは、各企業や団体などの企業経営において重要な取り組みの1つとなっ
ています。今回は、ともにＳＤＧｓに取り組むパートナー企業を対象に、企業から取り組みについての実際
のお話を聞くセミナーを開催しましたので紹介します。  

SDGs（持続可能な開発目標）は、地
球上に住む全ての人が暮らしやす
い社会を将来に引き継いでいくた
めの世界共通の１７の目標です。

Ｓustainable（サスティナブル：持続可能な）
Development（ディベロップメント：開発）
Goals（ゴールズ：目標） 問　SDGs移住定住推進課（内線4224）

私たちの会社では、こんな取り組みをしています！

ＳＤＧｓパートナーとは？ ＳＤＧｓ・脱炭素に向けた取り組みについて

ＳＤＧｓパートナーセミナーを開催しました

　市では、SDGｓの普及啓発やSＤＧｓの達成に向
けた取り組みの一層の推進を図るため、SＤＧｓに
取り組む企業・団体をSＤＧｓパートナーとして登録
しており、1月末現在で３６９の企業・団体が登録し
ています。
　ＳＤＧｓパートナーは、随時募集していますので、
興味のある企業・団体は気軽に問い合わせくださ
い。

問申   SDGs移住定住推進課（内線4224）

　第２部では、「パート
ナー企業の取り組み
事例紹介」として、パー
トナー企業の３社よ
り、ＳＤＧｓ推進のため
に、実際にどのような
取り組みを行ってい
るのか、お話がありま
した。

　セミナーの第１部では、株式会社七十七銀
行総合企画部副部長兼サステナビリティ推進
室長の鈴木氏より「七十七銀行のＳＤＧｓ・脱炭
素に向けた取り組みについて」と題してお話い
ただきました。七十七グループのＳＤＧｓ・脱炭
素に向けた取り組みやその重要性、企業がＳＤ
Ｇｓ経営を実践するための支援制度や実際の
支援制度活用事例などについてのお話があり
ました。

　石巻商工信用組合常務理
事の熱海氏からは、ゴール８

「働きがいも経済成長も」に
関する取り組みとして、事業
後継者の方を対象とした経
営力向上のための研修の開
催などの紹介がありました。

　株式会社ソーワダイレクト
常務取締役の小野寺氏から
は、ゴール２「飢餓をゼロに」
に関する取り組みとして、ホ
テル業において地産地消推
進のため、地域特性にフォー
カスした料理の考案などの
紹介がありました。

　株式会社エスディ佐藤電
気常務取締役の吉木氏から
は、ゴール５「ジェンダー平
等を実現しよう」に関する取
り組みとして、女性社員の資
格取得のための支援や、女
性の力を活かす取り組みな
どの紹介がありました。

　市内の小・中学生が地元の魅力や災害情報を地図
にした「第６回石巻市復興・防災マップコンクール」の
表彰式が１月18日、市防災センターで開かれました。
　教育委員会と学校防災推進会議が主催するコン
クールで、子どもたちに地元の自然や歴史、安心安
全への関心を高めてもらうことを目的としています。
本年度は20の小学校から54作品、５つの中学校から
15作品が寄せられ、計８４３人の児童生徒がマップ作
りに携わりました。
　審査は学識経験者や同推進会議のメンバーの皆
さんが行い、市長賞、教育長賞、石巻市地域連携会
議会長賞、東北大学災害科学国際研究所特別賞を
各１校、奨励賞３校、防災チャレンジ賞18校を選出し
ました。
　最高賞の市長賞には、鮎川小の３～４年生５人がま
とめた防災マップが選ばれ、審査員からは「少ない人
数ながら、地域のことがよくまとめられていました。イン
タビューをしたことで、地域の皆さんの顔までイメージ
できるような作りになっており、主体性も見られます」
などと講評がありました。
問�　学校安全推進課（内線5084）

市長賞は鮎川小３～４年生

復興・防災マップコンクール
地元の魅力や災害情報を地図に
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ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
活
用・次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
に

石
巻
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

ま
し
た
。

　

平
成
23
年
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
っ
て
被
災
し
ま
し

た
が
、そ
の
後
建
物
が
市
に

寄
贈
さ
れ
、災
害
復
旧
工
事

を
行
い
、平
成
27
年
、市
指

定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、平
成
29
年
に
開

館
し
、現
在
は
指
定
管
理
者

に
よ
る
運
営
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

建
物
は
木
造
三
階
建
て
と

な
っ
て
お
り
、一
階
部
分
は
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
街
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、文
化

交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。二
階

部
分
は
石
巻
市
博
物
館
の
サ

テ
ラ
イ
ト
施
設
と
し
て
、旧

観
慶
丸
商
店
に
関
す
る
歴
史

や
、毛
利
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

の
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

三
階
部
分
に
は
百
貨
店
時
代

に
使
わ
れ
て
い
た
食
堂
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、消
防
法
に

よ
り
通
常
公
開
が
で
き
な
い

た
め
、年
に
数
回
、人
数
制
限

を
し
て
一
階
と
二
階
の
和
室

部
分
と
と
も
に
特
別
公
開
を

行
って
い
ま
す
。

　
文
化
財
は
保
存
修
理
す
る

124

～
石
巻
市
指
定
有
形
文
化
財「
旧
観
慶
丸
商
店
」～

　

中
心
市
街
地
に
建
つ
旧

観
慶
丸
商
店
は
、石
巻
初
の

百
貨
店
と
し
て
昭
和
5
年
に

建
て
ら
れ
、そ
の
後
は
陶
器

店
と
し
て
約
70
年
間
に
わ
た

り
、市
民
に
親
し
ま
れ
て
き平成27年に市指定文化財に指定された

特別公開の様子

だ
け
で
な
く
、文
化
財
と
し
て

の
価
値
を
保
ち
な
が
ら
利
活

用
し
、次
世
代
へ
継
承
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。今

後
も
適
切
な
保
存
修
理
を
行

い
な
が
ら
、た
く
さ
ん
の
方
々

に
活
用
し
て
も
ら
い
、街
の
活

性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、周

知
を
図
って
い
き
ま
す
。

　

石
巻
市
中
央
の
空
き
家
を

改
装
し
、映
画
上
映
や
演
劇
舞

台
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
娯
楽
に
対

応
す
る
複
合
施
設
「
シ
ア
タ
ー

キ
ネ
マ
テ
ィ
カ
」。昨
年
８
月
に

オ
ー
プ
ン
し
、演
劇
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
子
ど
も
映
画
の
上

映
、ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、中
心

市
街
地
に
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。

　

施
設
を
手
が
け
た
の
は
石
巻

劇
場
芸
術
協
会
の
阿
部
拓
郎
さ

ん
、矢
口
龍
太
さ
ん
の
２
人
で

す
。こ
れ
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
な
が
ら
石
巻
の
ま
ち
な

か
に
文
化
の
灯
り
を
と
も
し
、に

ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
と
い

う
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
同
市
中
央
に「芸術文化の火を灯し続けたい」と話す阿部さん(左)と矢口さん（右）

あ
っ
た
映
画
館
・
日
活
パ
ー
ル

の
並
び
に
あ
る
空
き
家
と
出
会

い
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し

た
の
は
２
年
前
。元
々
は
布
団

店
だ
っ
た
店
舗
を
改
装
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
で
資

金
を
募
り
な
が
ら
コ
ツ
コ
ツ
と

作
業
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

改
装
は
市
民
の
皆
さ
ん
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、地
域
が

手
作
り
し
た
施
設
で
す
。70
平

方
㍍
の
シ
ア
タ
ー
が
あ
り
、小
さ

な
舞
台
や
ス
ク
リ
ー
ン
を
完
備

し
て
い
ま
す
。エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と

な
る
部
分
は
、コ
ー
ヒ
ー
や
ソ
フ

ト
ド
リ
ン
ク
、フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
、

ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
な
ど
の
軽
食
を
提

供
す
る
カ
フェに
な
って
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
開
か
れ
た
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、多

く
の
皆
さ
ん
や
齋
藤
市
長
も
駆

け
付
け
、盛
大
に
施
設
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。稼
働
後
は
文

化
芸
術
活
動
を
発
信
す
る
拠
点

と
し
て
、お
笑
い
ラ
イ
ブ
、落
語

上
演
、映
画
鑑
賞
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

阿
部
さ
ん
は「
シ
ア
タ
ー
や

カ
フ
ェ
で
の
交
流
を
通
じ
て
、地

元
で
あ
る
石
巻
か
ら
、全
国
に

羽
ば
た
く
監
督
や
俳
優
な
ど
を

輩
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
う
れ
し
い
」と
話
し
、矢
口

さ
ん
も「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、幅
広
い
人
た
ち
が
気

軽
に
訪
れ
、文
化
芸
術
を
灯
し

て
地
域
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て

い
っ
て
く
れ
れ
ば
」と
思
い
を
込

め
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
を
訪
れ
た
際
は

「
キ
ネ
マ
テ
ィ
カ
」ま
で
足
を
伸

ば
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

シ
ア
タ
ー
キ
ネ
マ
テ
ィ
カ

ま
ち
な
か
に
文
化
芸
術
拠
点

スポット
ライト中

心
市
街
地・芸
術
文
化
発
信
拠
点
に

ささえあいセンター通信 ⑬

石巻市地域福祉計画のおはなし（その２）
―いつも自分らしく生きるためにみんなで支え合う地域づくり―

　第４期石巻市地域福祉計画では、「いつも自分らしく生きるためにみんなで支え合う
地域づくり」を基本理念として、３つの基本目標を立て、それぞれに掲げた自助・互助・共
助・公助の取り組みを展開することで地域福祉の推進を図って行くこととしています。
　今月はその基本目標と市や関係機関の主な取り組み（共助・公助）について石巻市
地域福祉計画の概要版から抜粋してお知らせします。

問　保健福祉総務課（内線2466）

基本目標 方向性 市や関係機関の主な取組

身近なことの変
化に『気づく』地
域づくり

気負いなく手助けできる住民が増え
るよう、地域でのあいさつや声かけ、
福祉教育の充実や地域で気軽に集え
る場を推進し、顔の見える関係性を
広げ、ささいな変化に『気づく』地
域づくりを推進します。

・福祉意識の醸成
・民生委員・児童委員の活動

支援
・困りごと、悩みごとに気づけ

る体制づくりなど

人と地 域 が『つ
な がる』仕 組 み
づくり

一人一人の気づきが地域活動団体や
行政の相談窓口などに『つながる』
ように、誰もが必要な情報を得るこ
とのできる情報提供や周知とまるご
と受け止める相談体制を推進すると
ともに、支援する様々な関係機関と
の連携強化を図ります。

・地域活動の人材育成
・団体と関係機関等との連携

強化
・サービスや支援が必要な人

の把握など

安心で健やかな
暮 らし を『支 え
る』体制づくり

高齢者、障害者、子どもや子育て世
代、生活困窮者などすべての人がい
つまでも健康で安心して暮らすこと
ができるよう、心身の健康づくりや
支援体制整備を図り、日常を『支える』
体制づくりを推進します。

・居場所づくりの推進
・相談支援体制の推進
・生きがいづくりと社会参加

の推進
・在宅医療・介護の連携
・災害時の支援体制の構築推

進など
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桃
生
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　桃生子育て支援センター
キッズホームにて、子育てマ
マ向けの企画「アロマジェル
作り教室」が１月25日に開か
れました。蛇田地区在住のア
ロマセラピスト鈴木おり絵さ
んから教わり、参加した親子
が楽しく取り組みました。長
男、長女と参加した高橋智子
さんは「アロマ作りは初体験

河 北

アロマ作りで心身に癒やし

石
巻
ス
コ
ッ
パ
ー
ズ
が
華
や
か
に

　令和4年12月に青森
県五所川原市で開かれ
た津軽すこっぷ三味線
世界大会の団体の部
で優勝した「石巻スコッ
パーズ」が２月５日に蛇
田公民館で優勝報告演
奏会を開きました。震災
後からスコップを楽器と
して演奏し、被災者を勇
気付けてきました。集まった１８０人近いファンとともに、演奏やセッションで喜
びを分かち合いました。

石 巻 世界一の団体が地元で演奏

硯
上
の
里
の
大
抽
選
会

　恒例の年末年始大抽
選会が、道の駅硯上の
里おがつにて１月８日に
開催されました。毎年、
沢山の景品が当たるこ
とで地元の皆さんからも
大好評で、今年も抽選
会開始前から多くの方
が来場しました。当日は、
味噌作胴

ど う

囃
ば や

し愛好連に
よる新春安全祈願獅子振りや餅つき大会なども開催され、新春の穏やかな
日和の中で、沢山の歓声と笑顔が溢れました。

雄 勝 新春の運試しに大きな笑顔

本
年
度
は
18
人
が
修
了

　河南公民館主催の
高齢者向け生涯学習
教 室「河 南 つくも大
学」の本年度最終講
座と閉講式が令和4
年12月14日、遊 楽 館
大会議室で開かれま
した。講座は介護福
祉課の理学療法士が

「いつかくるその日のために～活き生き人生を送るためのヒント」と題し、〝終
活〟をテーマに講演。最期まで自分らしくあり続けるためのヒントを伝え、
講演後に行われた閉講式では、受講生全員に修了証書が手渡されました。

河 南 河南つくも大学閉講式

コ
マ
ま
わ
し
大
会

　毎年恒例の「コ
マまわし大会」が１
月31日、大谷地保
育所で行われまし
た。思い思いに色
を塗ったコマが綺
麗に回るように、ひ
もの巻き方や投げ
方などを工夫し、回
る長さを競いました。４月には河北保育所として新しくなるため最後の大会と
なりました。

長くまわして優勝目指す

動
く
市
長
室
ｉ
ｎ
北
上

　齋藤市長が各地区で
住民と直接意見を交わす

「動く市長室」が、１月25
日に北上総合支所で開か
れました。昨年度に続いて
２回目の開催で、住民12
人が道路整備や住宅団地
の定期的な除草、水があ
ふれる側溝の改良などを
求めました。交流人口拡大
に向けた提言もあり、齋藤市長からも地域へ、休止している地引網体験の復
活の提案がありました。

北 上 住みよいまちへ懇談

ス
ケ
ー
ト
教
室
開
催

　２月２日、プレナミヤギを
会場に大原小学校と寄磯
小学校の合同スケート教
室が開催されました。他校
との交流や、ウインタース
ポーツに親しみを持って
もらうために開催していま
す。合わせて１５人の児童
が参加し、寒さに負けず、
他校の児童とも交流しなが
ら楽しく滑走していました。転びながらもチャレンジを続けるうちにコツをつか
み、スイスイと滑ることができ、達成感を味わったようです。

牡 鹿 寒さに負けず楽しく滑走

でとても楽しみにしていました。すごく良い匂いで癒やされます。完成品はリビングに飾り
たいと思います」と話していました。


